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団体名  :芦北町
事業名  :生活排水処理事業
策定 日 :令和 3年 3月
計画期間 :令和 2年度～令和 11年度

1.経営戦略策定の背景
本町の下水道事業については、集合処理として農業集落排水事業 (6処理区)

と、農業集落排水区域以外は個別処理である浄化槽の整備を推進しています。

また、浄化槽整備の方法については、町が設置、維持管理を行う「市町村設置

型」と、個人が設置、維持管理を行い、設置時に町が補助金を交付する「個人設

置型」の2つの制度があります。平成 21年度からは個人設置型のみの設置を行
っていま:す。

今回策定した「経営戦略」は、市町村設置型の浄化槽の維持管理を将来にわた

り安定的に継続するための中長期的な基本計画です。令和 2年度から11年度ま

での 10年間の維持管理経費や使用料収入を予測した財政計画を策定することに

より、安定的かつ継続的な経営を実施することを目的とします。



2.事業概要
(1)生活排水処理事業の概要
①施設

供用開始年度 (供用開始後年数 ) 平成 7.年度 (25年経過 )

法適 (全部適用、一部適用 )、

非適の区分
'

非適用

設置基数 768基

令和 2年度 3月 1日 現在の管理基数 710'聾

管理基数は、使用中の浄化槽の基数です。

②使用料

一般家庭用使用料体系 人槽区分による定額制

条例上の使用料 5人槽   3,142円
6～ 8人槽 3,456円
10人槽   4,085円

使用料の変遷

人槽区分
17年 4月 ～

21年 3月 ,

21年 4月 ～

26年 3月

26年 4月 ～

Rl年 9月
Rl年 10月 ～

5人槽 2,500円 3,000円 3,085円 3,142円

6～8人槽 3,000円 3,300円 3,394円 3,456円

10人槽 3,600円 3,900円 4,011円 4,085円

③組織

職員数 9名

事業運営組

織

芦北町上下水道課関係組織図

課長

(1名 )

課長補佐

(1名 )

水道係長

(1名 )
水道係(3名 )

下水道係長
｀
(1名 )

下水道係(2名 )

※芦北町上下水道課水道係も含む関係職員



(2)民間活力の活用等
民間活用の状況 ア 民間委託 浄化槽清掃   22,101千円

浄化槽保守点検  6,353千円
※金額は令和元年度決算額

(3)経営比較分析表を活用した現状分析
※直近の経営比較分析表 (公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表

について)(公営企業二課室長通知)による経営比較分析表を添付すること '

別紙のとお り P5

3。 経営の基本方針

本事業整備区域は、農業集落排水処理区域以外において、市町村設置型と個人

設置型の合併浄化槽設置事業を実施しており、市町村設置型を上下水道課で管

理しています。

公共用水域の水質保全と公衆衛生の向上を図ることを目的に、浄化槽整備を

推進してきましたが、町内の浄化槽に係る個人設置型への統一により、市町村設

置型の新たな整備は行わず、個人設置型の推進を図つてまいります。

本計画期間では、浄化槽本体・ブロワ等の老朽化による修繕費用の増加のため

に、一般会計からの繰り入れも増加傾向にあることから、適正な保守点検回数の

検討等による維持管理費の削減、また現行の使用料の見直しを検討してまいり

ます。   |



4,投資・財政計画
(1)投資・財政計画 (収支計画):別紙のとおり (R6。7)     .

(2)投資・財政計画の策定にあたっての説明
①収支計画のうち投資についての説明

本計画期間である令和 2年度から令和 11年度については、浄化槽整
備については、個人設置型を推進します。新たな投資については行わない

こととしますg

②収支計画のうち財源についての説明

使用料については、人口減少による休止により、徐々に減少する見込み

です。
二般会計繰入金については、使用料収入が減少する見込みですが、元利

償還金も減少していくため、ほぼ横ばいで推移すると見込んでいます。

③投資以外の経費についての説明

新たな投資を行わないことにより、新規の借り入れを行わないことか

ら、元利償還金は徐々に減少します。

維持管理については、緩やかな物価上昇が予想されますが、管理基数が

減少傾向にあるため、ほぼ横ばいで推移すると見込んでいます。今後の維

持管理費等の増加を検証することが必要と思われます。

(3)財政計画 (収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要
①今後の財源についての考え方・検討状況

計画期間内においては、今後の維持管理費の取組について、放流水質等

が良好な冷化槽については点検回数を減らすなど費用を抑え、使用料金

で維持管理分を賄うことができるよう適正な収入・支出を検討してまい

ります。

5。 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

この経営戦略は今後 10年間の目標としますが、本計画の進捗管理は適

時見直していきます。使用料で不足する財源は、一般会計からの繰入金を

見込んでおり、町の財政部局との協議を綿密に行い、制度変更に対応して

検証し、適正な経営戦略となるように努めます。
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